



































を抽出し、彼らが明示した創造性の諸要件を比較対照し、（1） 新奇性（独創性）、（2） 問題解決（不満や不便の存在）、（3） 有用性（便


































































や Getzels & Jackson（1962）、Torrance（1962 & 
2） 前々稿（「イノベーションのための創造性マネジメント－経営人材の創造性開発における経営学、心理学、教育学の融合可能性
とその管理会計的展開－」）の全文は関西学院大学『商学論究』第 66巻第 4号 183-211頁（2019年 3月）に記載されている。
3） 前稿（「創造性マネジメントの管理会計的展開－合理思考からの脱却がもたらす創造的意思決定と経営のイノベーション－」）の

























摘が、後の Amabile（1983, 1996, 他）や Sternberg
（1988）、Sernberg & Lubart（1995）、Sternberg, 





















































































て Sternberg（1988）、Sternberg & Lubart（1995）、













































































































（1） アイデアを出す技法（拡散的技法／ diffuse 
technique）、（2） アイデアをまとめる技法（収束
的技法／ convergence technique）、（3） 拡散的思考
と収束的思考を組み合わせる 7）技法（統合技法／
integration technique）、（4） 創造的な態度の育成を




















NM法）、の 3グループに分類し、「8段階の創造的プロセス」の （v） の段階（幅広くアイデアを出す）に組み込むべき技法として、
本稿でも適用した 8要件への適合を充足した BW法を析出した。
9） 「徳崎（2019年 12月）」では、収束的技法を、［A］空間的手法（KJ法、セブン・クロス法）と、［B］系列型法（PERT法、特殊
要因図）、の 2種類に区分し、「8段階の創造的プロセス」の （vi）・（vii） の段階（アイデアをまとめる）に組み込むべき技法として、
本稿でも適用した 8要件への適合を充足した KJ法を析出した。
10 ） 「徳崎（2019年 12月）」では、創造性教育に最も適した態度技法の選出に関して、［A］瞑想型と［B］交流型の技法の 2区分が
8要件のうちの 2つ（「記憶のピラミッド」と『経産省提言』）に合致しない理由について、紙数の関係もあって具体的な根拠や詳
細の分析を提示しないまま検討対象から除外するに留まっていた。






































































































          分                基         準 
        基 的要      ( ) ス       ( ) の で活用 能 
（理 分 に されない） （ と の ） 
技 的要      ( )実        ( ) い 
（ 度が い）      （ 性に む） 
要      ( ス         ( )  






























































           
               
             見る                     
見る         
               見る          
デモンスト シ ン 見る 
の で る 
              る      
   あるテ マ 分              
     る ロ ルプ る              
           実 の体 のシ シ ン る          
































































                 （ 人基 の能 要素） 
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